














































購入する用意がなしまた，その効用関数を， Mussa and Rosen (1978)に
従って，
u= m+  (8q)n 








































という関係が成立する。ここで，e=(q-q')( 1 -s) > 0， Rs=qs十q'( 1 -
s) と定義されており，後者は企業が確実にタイプIであると消費者が考え





は，次期における企業信用 γtー 1 は，ベイズの定理より，
γt-1 =Pr{タイプ1良質品}
Pr{良質品|タイプ 1}Pr{タイプ 1} 
Pr{良質品|タイプ 1}Pr{タイプ 1}+Pr{良質品|タイプI}Pr{タイプI}
1 xγt 
1 Xγt十sx( 1-γt) 










lγ t  



































dS(γt) R?-(c')dS(γt) R1-c2 
>一一ームー一=e > 0 









スと定義する。 t期で企業が良質品を供給すれば j(t) = hであり，組悪品を







Mαx ~ Sj(t) 





















γt+S ( 1 -γt) 
。
ifj(t)=h 
if j(t)ニ lor Yt= 0 





(5) 約 (γt)=M似 {S(γt)，S(γt)十円一1(γt-l )} 
が成立する。ここで， γt-l=γt!(γt+S(1 -γt) )は，企業が良質品を供給した






CfJt-l ( 0 ) = 0 となる。この点に注意すると，次の命題を示すことができる。
命題 1: RN> Cであるとき，企業の最適品質戦略は
r h for t= N， N -1 ， ・ 2
j( t) =i 
I l for t= 1 
であるすなわち，企業は，最後の取引を除いて，常に良質品を
供給する。)
2 )ここで1 幾つかの補足を行っておこう。まず，埋没費用 (sunkcosお)の役割lについ
て。明らかに，埋没費用の存在は，良質品の供給誘因を強めるであろう。というのも，






利潤合計は ~ S(γt)+S(γ1)で与えられるから，N によって， ~ S(γt)+S(γ1) 
T2  T2  
二三 F を成立させる最小の期間 N と定義すれば，企業の時問視野は NミN とならざる















証明:帰納法を用いて示そう。まず，t= 1のとき，C{Jo = 0であるから，
C{Jlニ Mαx{5(γd，S(γ1)}=5(γ1) (・:5(γ1) >S(γ1 ) )より，企業は
最後の取引において必ず粗悪品を供給する。
次に，企業の最適品質戦略が，j ( t)= h for tニム k-1，・・・ 2，
j( 1 ) = 1であったとしよう。したがって， ψk(γk)=S(γk)+仇ー1(γk-l) 
>S(γk)が成立する。他方，tニ k+1で企業が良質品を供給すると，
その信用が改善されるから， 5(γk+l)く5(γk) である。このとき，
RN> Cの下で S(γk+l)> 0であることを考慮すると
S(γk+ 1 )く S(Yk)く 仇(γk)くS(Yk+l)+C{Jk(γk)
て1 やはり t=k十 1でも良質品を供給する。









も，企業は，最後の取引において， 5(γ1) (>5 (γ2))の利潤を獲得可能で、あ




























































3 )以下の展開は， Kreps and Wilson (1982)および Milgromand Roberts (1982)，特に






















マージン総:額 Bは d(q+c)(q-c)/4q(1 +d)，また，供給企業の利潤




(6) α-d> qJt一 qJt-l for t= N， N-1， ・ 1
という関係を充たすものであることを仮定する。この意味は，供給企業がOEM
取引を離れて自社ブランドで輸出を行っとしたら，その決定を一期遅らせる





























を供給する)タイプ A の企業と，上で説明された利得構造をもっタイプ B
の二種類の企業が存在すると，相手先企業は主観的に考えている。そして，
























重良質品 I (a一 δ，B) 
業









(α 8， B) (S(γN)， 0) 
個
(a， B-L) (S(γN)， 0) 




(7) t9t-1(ム)= d + qJ t -1 for t = N， N - 1 ， ・ 2



























Zt(ρt)= 1 for all ρt， t 
である。他方，供給企業がタイプ B であるとき， (8)式の信用改訂プロセス
と，ベイズの意味で戸コンシステントな供給企業の戦略は，
1 forρt注五t (tミ 2) 
|ρ1-ρt  
(9) Zt (ρt) =~一一一一一τ一~ for 0くρtくん (tミ 2) 
I 1-ρtρt 















質品供給確率 [ρt!(1一九)][( 1ーム)/ム]は， (8)式の信用改訂プロセスと，
ベイズ、の意味でコンシステントであり，また，それは oくあくムの場合
におけるこの意味で、コンシステントな唯一の良質品供給確率でもある。同様





(10) Xt (ρt)= iρt!ムfor0くρtくP (tミ 2) 
o forρt= 0 
Xl (ρ1 )=ρl 
となり，明らかにこれは，信用あの非減少関数である。しかし， (9)式で記

















(1) Ut (ρt ) = Max{ 0， h t (ρt)+Xt(ρt)Ut-1(ρt V Pt)} 
なる関係が成立することが分かる。ここで ht(ρt)=Xt(ρt)B+[l-Xt(ム)] 
(B-L)は，t期の取引だけから期待される利得である。これより，明らか
に Ut(ム)二三 Oである。また，Uo= 0 ということに注意しよう。というの





より xlρt)=1であるから，ut(Pt)=B+Ut-1(ρt) > 0となる。したがっ
て，この場合，相手先企業は確率 1で取引を継続する (wtCρt)= 1 )。 他
方， ρt=0のとき，Xt(O)=O， B-LくOより ，Wt(O)=Oは明らかで




L+ Ut-1 (ム)r 










(10) Wt( ρt)=~ forρt=f(ム)





t= 1のとき，相先手企業が無差別となる供給企業の良質品供給確率は 1-b 




(14) 13t (ρt)= Wt(ρt)M似 {α+ψt-1，
α-8+ 13tー 1(ムVPt)}+[1-ωt(ρt )] rpt 
となる。ここで，130 = 0は明らかであろう。何故なら，t= 1で全ての取引
が完了するからである。この(14)式より， (6)式が充たされていれば，
σ-8+ 13t-1 >ψt forαI t 
が成立することは容易に示されうる。)このことに注意すると ，13 t (ρt) もρt
の非減少関数である。)また，上式より，タイプ B の供給企業が OEM取引
から期待しうる利得 Max{α+約一 1，a-8十 13t-dは，自社ブランド輸出か
6) t= 1では. (6)式より α-δ>引を考慮して.a δ+ cJo=a-8> q71は既座に導か
れうる。 t=kにおいて.a-8+cJk-1>q7kであったとしよう。このとき，
cJk =叫 Max{α+仇ー 1，a一δ+九一d+(1一川)q7k
二三 Wk(α δ+CJk-1)+( l-wk)({Jk 
>ωkq7k+ ( 1 -Wk)ψk= ({Jk 
であるから.a δ+ CJk>α-8+ψhを得る。そうすると. (6)式より σ-8>ψk+1-({Jk 
であるから.a-8+cJk>ψk+1が従う。
7 )帰納法て示す。 t=1では.cJo=ψ0= 0なることを考慮、して.cJdP)=W1(ρ)M似
{σ，a-8}+[1 ω1 (P)] ({J1 =ψ1+(α ({J 1 )ωdρ)である。したがって.a>α-8>ψ1 
ということ，ならびに ω1(戸)が pの非減少関数であることを考慮すると .cJ1 (p) は
ρの非減少関数となる。次に，九(ρ)が戸の非減少関数であるとしよう。このとき，
r({Jk+1+[α一 (({Jk+1 仇)]Wk+1 (ρ if a+ ψk~a- 8+ cJk 
九+1(ρ)=~ 
(ψk+1 +[α-δ+れ (ρ〉ρk+d一 ({Jk+dwk+dρ) zfa+ψk<α-8十九
であり，また.a>α-δ> ({J k+ 1一ψk，a-8+cJk>({Jk+1 を考慮すると.CJ k+ 1 (ρ) もや
はり戸の非減少関数である。
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。-d+ olt-1 (ρtVPt)=α-d+ olt+1 (ρt) ・. ρt>ム)
ミα-d+ olt-1 (ム)
=α十 qJt-l γ(7)式)





ム]は，企業の誘因と両立しうる (ρt=ムのとき ，Zt= 1である
ことに注意)。
最後に，ム=0の場合，olt-1(0)=0は明らかであるから，a-
d+ olt-l ( 0 )くα十約一I より，企業には良質品を供給する誘因が
8 ) 15; (ρt) を，残存取引から得られるタイプ A の供給企業の最大期待利潤，そして
rp;= ~ S(γN-j+1)( <ψt) を， 自社ブランド輸出からのそれと定義すれば，
J= 1 
15; (ρt)=ωt (ρt)[α-0'+ 15It-rCρtvTt)]+[ 1-wt(ρt)] rp~ 










まず，ム宇 Oである限り ，f(ム)三二(1 -b)ムくムである。したがって，
(7)， (8)， (13)式を考慮すると，
(J 





を得る。他方，Ptの定義 ((7)式)より ，rJt (ム+1)=δ+ qJtであり，それゆ
、ぇ
玉川=f(ム)for t=N， N-1， ・ 1
が成立する。しかし，五t+l~ ( 1 -b)ムのとき ，Ut-l (ム)=Qであり 11)した
がって，f(ム)=(1 -b)ムとなる。かくして，Pl= 1に注意すると，
(15) ム=( 1 -b )t-l 
を得る。また，このとき f(ム)=(1 -b)tである。
他方，各企業が残存取引から期待しうる最大利得は次のようである。
まず，ム=(1 -b)tのとき ，13 t (ρt)=δ+ qJt， Ut(ρt)=Qなることは既に
10)この概念については， Kreps and Wilson (1982)， Milgrom and Roberts (1982)を参
照されたい。
11)ん ζ(1 -b)ム=1-bのとき，XI(ん)=んζ1-bなることに注意すると，udん)
=M似 (o，hl(ん)}=0である。次に，んζ(1 -b)ん-1 のとき .Uk-I (ん)=0とし
よう。そうすると，ん+1ζ(1 -b)んであれば.Xk(ん+1)=ん+1/ん ζ1-bで， また
ltk-I (ん+1Vん )=Uト I(ん)=0ということより .Uk(ん +1)=Max{ 0， hk(ん +1)}= 0 
が従う。
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示されている。また，あく(1 -b)tの場合，Wt= 0に注意すると ，rJt (ρt) 
=({Jt， Ut(ρt)= 0は明らかであろう。残るは ρt>(l-b)tのケースである。
ここで、，
k(ρ)=inf{tl ( 1 -b)tくρ，N二三t二三 1 } 
と定義しよう。このとき(1 -b) k(Ptlー 1二三ρt> ( 1 -b) k(免) ということよ





rJ k(Pt) (ρt)=Mω{α+ψk(向)ー1，a-d'+rJk(糾)ー 1(ρtVPk(的))} 
=α+ψk(Pt)ー 1
であり，また，相手先企業のそれは，Uk(向)ー 1(ρtV五k(的))= Uk(Pt)ーd五k(Pt)) 
ニ Oを考慮すると，




r (α-δ)( t-k(ρt)) +α+({J創的)ー 1 for ( 1 -b) tくあ
(16) rJt (ρt) =~δ十 ({J t forあ=(1 -b)t 
l ({Jt forρtく(1-b)t 
r B(t-k(ム))十hk(向)(ρt ) for ( 1 -b) tくPt
(17) Ut (ρt )=~ 
l 0 for ( 1 -b) t二三Pt
である。)また，これまでのことより，次の命題が示されたことになる。
命題 2 供給企業と相手先企業の双方が，OEMに確実に協力するのは，
12)あ>ム=(1 -b)t-1のとき， α-d+rJt-1=(α-δ)(t-k(ム))十a+rpk(向)ー l である。





再び N=2を想定して，その直観的意味を探ろう。ただし， ρ221-b 









も含む残存取引から得られる利得合計は α+ψ1である。他方，t= 2の O
EM取引で良質品を供給した場合，当期の取引から得られる利得は α-dで
しかない。しかし，この行為によって，次期における信用 ρ1は，Mαx{ρ2，
1 -b}=ρ2となり，それは不変に維持される。そうすると，戸1=P2 > 1-b 
の場合，最後の取引で得られる利得は α，また，Pl=P2=1-b の場合の
それは [d/ (α一<7'dJα+[l-d/(α一 ψ1) Jψ1=δ+ψ1で，いずれにしても，
t= 2 で良質品を供給したときの利得合計は粗悪品を供給した場合のそれと




計は，t= 2 においていずれのタイプの企業も確率 1で良質品を供給するこ












































































ンドで輸出を行った場合， γ1ニ γ2/[γ2十s(1 -γ2)] ( >γ2)を次期信用と定
義すれば，二期間にわたるその利潤合計は S(γ2)+S(γ1 )で与えられる。











ことに注意すると，問題は，ナッシュの積 [S(必)-B-S(乃)]B を最大にする B を







しかし，問題は I太った猫効果」 (thefat cat effect;)の存在により，よ
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